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一人一人が 輝くクラスへ
掲示物のひとくふう

教室掲示が育む学級文化 
―環境が映し出す教師のまなざし―

　近年の学習指導要領の改訂に伴い、教育の関心は「教師がいかに教

えるか」という授業づくりから、「児童生徒一人一人の学習がいかに

充実するか」という、学びの主体者に向けられるようになりました。

こうした個を尊重した教育活動を支える基盤として、今、改めて学級経営の在り方が注目されて

います。 

　学級経営における重要な柱の一つに「学級文化の形成」があります。 子どもたちが安心して

自分を表現し、互いを認め合える集団をいかに育てるか。そのヒントは、教室という「環境」の中

に隠されています。心理学には「アフォーダンス」という概念があります。これは、環境や物体が、

それを利用する人や動物に対して特定の行動を促すメッセージを投げかけているという考え方で

す。教室における掲示物は、 単なる装飾ではありません。それは子どもたちの五感に絶えず働き

かけ、日々の行動や思考の枠組みを形作る、無言の教育的指導といえるでしょう。 

　教育効果の高い学校に関する研究では、興味深い共通点が報告されています。そうした学校の

教室は、清掃、整理整頓が行き届いているだけでなく、掲示物の主役が常に「児童生徒」である

という点です。 整えられた環境と、一人一人の個性が光る掲示物。これらは、教師の関心が常に

子どもたちの成長や内面へと注がれていることの証左にほかなりません。つまり、教室掲示とは、

教師自身の指導姿勢や子どもたちへの深い敬意を可視化したものなのです。 

　先生方は日々、多忙な業務の中でも、よりよい教室環境づくりに心を砕き、掲示のしかたに工夫を

凝らしておられることでしょう。整然とした中にも、子どもたちの息遣いや先生方の温かな願いが

あふれる掲示は、それを見る子どもたちの心に「大切にされている」という安心感を与えます。 

その心の余裕こそが、他者への優しさや思いやりのある行動を引き出すきっかけとなるのです。 

　教室という空間そのものが、子どもたちを育みます。先生方の温かな思いが込められた掲示物

が、明日もまた、学級という文化を豊かに編みあげていくことでしょう。 
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4月から始める!

掲示物のひとくふう

栃木県   学校の道徳コーナー
1〜 6年／昇降口ホール

児童や保護者の目につきやすいところに貼るこ
とで、いつでも道徳の学びを生活の中で意識し
たり、振り返ったりできるようにしています。

山口県   どうとくメガネ
1年／黒板横

授業の中で、「今日は『しんせつ』のメガネをかけ
て考えてみよう」などと投げかけて、子どもたち
に内容項目を意識させるようにしています。

東京都   道徳の学びの記録
1年／教室

道徳の授業ごとに、教材名と主題名、子ど
もたちの発言をカードに書いていき、最
後の道徳の授業や学級じまいで、一年間
のあゆみを振り返ります。

「考え、議論する道徳」の実現には、学級内での信頼関係や、
児童が自分を伸び伸びと表現できるような学級の雰囲気が大切です。
ここでは、道徳の授業や学級経営に役立つ掲示物を、
全国の先生方の、コメント（一部抜粋）とともにご紹介します。

今回ご紹介した掲示物は、光村図書のウェブページ
「どうとくひとくふう」にて公開中です。
コメントの全文や他の学校の掲示物など、
ぜひこちらからご覧ください。

道徳の学びに関する掲示物や小道具

学級経営に関する掲示物

東京都   ひまわり学級会忍法 〜まとめるの巻〜
1〜 6年(特別支援学級)／ひまわり学級廊下

実際の学級会で、児童が意見を出し合い、比べ合い、そ
してまとめるときに、この掲示物を確認しています。 広島県   学年目標「ともだち」

1年／ 1年廊下の掲示板
年度はじめに立てた学年目標（「ともだ
ち」）と、そこに向かって努力する日々の
子どもの姿を、種が少しずつ成長して花
が開くというイメージで掲示しています。

神奈川県   対話を促す話し方と聴き方
4〜 6年（特別支援学級）／教室

道徳においても対話や議論は大切ですが、各教科
においても汎用的に使える話型があると便利です。
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